
コーナー 子どもが経験すること 5領域保育者の配慮

●道路を歩くときに気をつける
ことを知る。

●交通安全のルールを再確認す
る。

●みんなで歩くときは、しっかりと手をつなぎ、間を空け
ずに歩くことを伝える。

●道路に急に飛び出したり、おしゃべりに夢中になったり
すると危ないことを知らせる。

●道の端を歩くことや、信号が青になってもすぐに渡らな
いことなど、交通ルールを確認する。

●食べ物には、たくさんとれて、
おいしい時期があることを知
る。

●秋の食材をつかった料理に興
味をもつ。

●季節ごとにたくさん収穫できる食べ物があることを知ら
せる。

●秋の食べ物はほかに何があるか、どんな料理があるか尋
ね、声を引き出す。

●季節の食べ物は、栄養があり、おいしいことを知らせる。
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「キンダーブック1」を
保育にご活用ください！
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散歩などで道路を歩くときの交通ルールを知らせます。

どうろを　あるく　ときは…

さつまいも畑にやってきた、くまさんカー。くまさんは、芋掘りのお手伝
いをしています。ぶたさんと力を合わせて、大きなお芋がとれました！　焼
き芋や蒸しパンなど、おいしそうなさつまいものおやつがいっぱいありま
すね。どれが食べたいかな？

運動会に関心をもち、がんばったり、応援
したりする気持ちに共感しましょう。

「みんなは運動会で何がしたい？」「どんぐ
りを運ぶ競走、楽しそうだね」などと話し、
運動会への期待を高めましょう。転んで
しまったりりちゃんと、そこに集まってく
れた友だち双方の気持ちを考えてみると、
思いやりの気持ちが芽生えそうです。

秋にはいろいろな果物が実ることを知り、
興味を深めましょう。

果物は木に実ることや、実が生長すると
収穫できるようになることを知らせます。
「ほかにどんな果物を知っている？」「食べ
るとどんな味がする？」などと尋ね、発表
しても楽しそうです。

みんなで手をつないで散歩に行
く、くるりちゃんたちのようす
に注目しましょう。ちょうちょ
うを追いかけたり、おしゃべり
に夢中になっていたりすること
にふれ、どう思うか尋ねてもよ
いですね。

横断歩道を渡るときは、信号が青でもすぐに渡らず、右左
右をよく見ることや、手を挙げると運転手さんからも見え
やすいことを伝えましょう。園の行き帰りの道は、おうち
の人とどんなことに気をつけているか話してもよいですね。

急に道路に飛び出すと危ないことを伝え、
きちんと反省したくるりちゃんとぴょん
ちゃんに気づかせましょう。にゃんたくん
たちも、列と列の間を空けていないことに
ふれ、安全に歩いていることをほめてくだ
さい。


